
市
民
憲
章

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
露
ワ

ー
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り

↑
ま
し
ょ
雷
っ

一
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た

た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
蚤
り市報

而たか ぎ
Ⅶ月弓頴臘蕊鋸鵬…蕊市臘姉罎……茜川獅;…rl]51/…”

、
ソ
ク
を
回
収
中

自認⑬
識

中
央
公
民
館
で
活
動
を
続
け
て
い
る

は
ま
な
す
生
活
学
校
の
み
な
さ
ん
が
、

公
民
館
利
用
者
や
市
民
の
み
な
さ
ん
に

牛
乳
パ
ヅ
ク
な
ど
の
回
収
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

現
在
、
中
央
公
民
館
と
松
岡
地
区
公

民
館
で
お
預
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
も
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊

今
月
号
で
は
、
こ
の
牛
乳
パ
ッ
ク
な

ど
の
回
収
運
動
に
つ
い
て
、
二
～
三
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

～
中
央
公
民
館
・

松
岡
地
区
公
民
館
～

こんにちは市民記者ですG

マイタウンレポート

市長随想，お知らせ

資源ごみとして回収中

ふれあいの中から生まれた感

動～交流学習～

6．…． ．

7･･ ･…

12～13

主なもくじ
4～5

表紙～3…牛乳パックを捨てないで，

11月の土曜閉庁は, 10日と24日です－



牛乳パックを捨てないで

資源ごみとじて回収中.／

約
二
十
年
間
、
中
央
公
民
館
で
活
動
を
続
け

て
い
る
は
ま
な
す
生
活
学
校
（
大
森
キ
ク
代
表
、

会
員
五
十
五
人
）
が
、
今
年
の
九
月
か
ら
牛
乳

や
乳
製
品
な
ど
の
－
４
パ
ッ
ク
の
回
収
運
動
を

は
じ
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
、
広
い
視
野
に
立
っ
た
地
球
環
境
の

問
題
と
し
て
、
主
婦
も
身
近
な
生
活
の
場
か
ら

参
加
し
て
資
源
ご
み
と
し
て
の
牛
乳
や
乳
製
品

な
ど
の
－
４
パ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
シ
ス
テ
ム

化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
中
央
公
民
館
の
は
ま

な
す
生
活
学
校
を
訪
れ
、
こ
の
牛
乳
パ
ッ
ク
回

収
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

.ー

▲熱心に勉強を続ける，はまなす生活学校のみなさん

代
表
の
大
森
さ
ん
は
、
「
ご
み

の
処
理
経
費
は
、
前
に
市
報
で

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

年
間
一
世
帯
約
一
万
四
千
円
か

か
り
ま
す
。

各
家
庭
で
一
日
一
○
○
ｇ
の

ご
み
を
減
量
す
れ
ば
、
約
六
九

○
万
円
の
お
金
が
も
っ
と
効
率

的
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
資
源
ご
み
の
処
理
に

も
お
金
が
か
か
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
も
っ
と
減
量
に
務
め
な

(図1）
（
） 運

動
に

広
げ
て
い
き
た
い

乳パックの

箱30枚

,000mO)
○蒜晶Ⅷ

ク1,500枚｛

の立木1本’

す。
トイレットペーパー

商品)が5個ぐらいでき

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

私
た
ち
は
、
中
央
公
民
館
で

活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ

を
利
用
す
る
人
や
市
民
の
み
な

さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
、
こ
の
牛
乳

や
乳
製
品
の
－
４
パ
ッ
ク
回
収

運
動
に
参
加
し
て
欲
し
い
で
す

ね
。
今
年
の
産
業
祭
（
十
七
日

㈹
、
十
八
日
⑧
）
で
も
、
こ
の

パ
ヅ
ク
回
収
運
動
を
取
り
上
げ

ま
す
の
で
、
参
加
さ
れ
る
人
は

当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
ぜ
ひ
、
市
民
参
加
の
運
動

に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
〕
と
こ
う
話
し
て
い
ま

し
た
。

課

蕊鍵溌
識

議
ぐ
回
収
さ
れ
た
牛
乳
パ
ッ
ク

蕊

必

淫

懸

皷

鐸

鍼

蕊

琢

溝

多謬

蕊鈴

鮮蕊 鐇壌謡

つ
～－テレフオンサービス「市政案内」は23－1151 ． 1152 ‐です－



捨
て
れ
ば
ご
み
、

生
か
せ
ば
資
源

牛乳パックの出し方

｡
‘凶， ！ ｝吟
きれいに水洗いし乾かしま

す。牛乳の成分が残ってい

ると再生不能となります。

価格シールは取ってくださ
い。

己
再

底は1枚づつ中へ折ﾚﾉ込み， ダンボー
ルや紙袋へ入れて保管する。束ねる単
位は, 10kg～20kg以内(1,000m030枚で，
約1k9)です。

はさみ等で切ﾚﾉ開く。底は

あっちこつちにくるように

する。束ねたとき1か所に

片寄らないために底は切り

落とさない。包丁で切ると

簡単です。

牛乳パックは，飲み終

わったら捨てずに，取
っておいてください。

中央公民館･松岡地区公民館で

お預りします１
４
の
パ
ッ
ク
三
十
枚
で
約
一
蛇
あ
り
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
（
約
六
十
五
ｍ
巻
）
が
、

五
個
ぐ
ら
い
で
き
ま
す
。
（
二
ペ
ー
ジ
の
図
一
参
照
）

全
国
で
毎
日
、
九
○
○
万
箱
の
－
４
パ
ッ
ク
が

作
ら
れ
、
ご
み
と
し
て
処
理
し
た
場
合
は
七
一

四
万
円
か
か
り
ま
す
。
こ
の
パ
ッ
ク
を
作
る
の

に
は
、
約
六
、
○
○
○
本
の
立
木
が
必
要
に
な

り
、
三
十
三
坪
の
家
三
十
八
軒
分
の
材
料
に
あ

た
り
ま
す
。
（
三
ペ
ー
ジ
の
図
二
参
照
）

ご
み
と
し
て
捨
て
る
前
に
、
も
う
一
度
市
民

の
み
な
さ
ん
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ー

唖､⑬日本全国の等しくツク1日分で…

⑱通轍鮒鮒“
錘向全国で作られる牛乳 ゴミとなった場合の

パックの数 処理費用です。

唇露頭砥鯏繍溌
唾璽33坪の家， 38軒分に 牛乳パックに使われる原

相当します。 料紙。 トラック（2トン）
118台分に当ﾚﾉます。

その森林が出す酸素で88人

※昭和63年度牛乳パック消費量"･15億箱(1,000NI) 分の呼吸がまかなえます｡(図2）

●ﾊﾟﾍ◎八．ﾊ◇八．ﾊ◇八．八．八｡へ◇ハoﾊ…転転鋸言
9'9母ﾊ9心〆eﾍ8ﾊe'●eﾊeへ3へ3へ8'､e'C~

｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡◎○○○○○●｡●○○屯 《ひ》》》…
｡

撮
影
が

年
ご
と
に
進
む
高
度
情
報
化
社
会
の

中
で
は
、
広
報
ビ
デ
オ
の
役
割
が
一
段

と
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
高
萩
市
で
も
平
成
二
年
度
か
ら
、

市
の
広
報
ビ
デ
オ
を
作
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 .ー

蕊？■F■Ⅶ
：

ヂ

；
：

＄
<も

＆

‘
ザ

：
；
ザ
？

；
＆
＞

鍵
わ
り
、
現
在
編
集
中

高
萩
市
の
広
報
「
ビ
デ
オ
」

蕊

初
年
度
の
今
年
は
、
ま
ず
、
高
萩
の

夏
の
観
光
を
中
心
に
、
海
と
山
、
そ
し

て
渓
谷
、
高
萩
ま
つ
り
、
花
火
大
会
、

穂
積
家
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
、
大
心
苑
、
畳
学
校

な
ど
、
市
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ビ
デ
オ
は
、
は
じ
め
て
市
を
訪

、
は
じ
め
て
市
を
訪

蕊
露

譲議識識灘 議蕊溌擬蕊 …

▲撮影中の広報ビデオ編集委員のみなさん

Iれ
た
人
に
そ
の
姿
を

知
っ
て
も
ら
い
、
ま

た
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
は
、
わ
が
ま
ち

の
再
発
見
、
見
直
し

な
ど
を
目
的
と
し
て

作
ら
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
現
在
、
撮
影
が
終
わ

り
編
集
中
で
す
が
、

こ
の
ビ
デ
オ
は
約
十

五
分
、
完
成
は
十
二

月
末
の
予
定
で
す
。

完
成
後
は
、
図
書

館
内
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
で
無
料
貸
し

出
し
を
す
る
ほ
か
、

学
校
や
公
共
施
設
な

ど
で
広
報
す
る
予
定

で
す
。

1
l l l L－」ｰ1

r~今ゾ公蛾､今谷公聡電吟今谷v念､今分､Gvev9vも 耗浄知》》庵総合へ》露
･令'か今ヅ“ゾ8忽v6､令令令令“､'か含忽曹6 牢公公公》灸へ公一公へ知か〉密会へ》公公公
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》癖醇琴鐸》鑑￥霧再認守

…

し
陶
芸
の
と
き
の
ふ
れ
あ
い

（
平
成
二
年
五
月
十
八
日
）

▲歩く会(平成元年12月8日）
▲陶芸(平成元年10月20日）

こ
の
交
流
を
通
じ
て
松
岡
中
学
校
の

生
徒
の
み
な
さ
ん
は
、
自
分
の
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
て
、
作
業
や
学
習
に

取
り
組
む
養
護
学
校
の
生
徒
た
ち
の
姿

に
ふ
れ
、
自
分
た
ち
に
比
べ
ど
ん
な
に

努
力
し
て
い
る
か
、
少
し
ず
つ
理
解
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
交

流
が
生
徒
た
ち
の
将
来
に
与
え
た
も
の

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
交
流
が
理
解
へ
の
第
一
歩
と

交
流
が
理
解
へ
の
第
一
歩

ち
か
」

坂
凡
校
長
、
生
徒
数
二
五
六
人
）
と

県
立
北
茨
城
養
護
学
校
（
板
越
文
雄
校

長
、
児
菫
・
生
徒
数
七
九
人
）
と
の

交
流
学
習
の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
七
ぺ
ｌ
ジ
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
小
林

洋
子
さ
ん
の
関
連
記
事
、
マ
イ
タ
ウ
ン

レ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
、
た
く
さ
ん
の

感
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
写
実
を

中
心
に
お
伝
え
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
感
動

十
月
十
八
日
附
、
松
岡
中
学
校
（
熊
言
え
る
で
し
ょ
う

（
．
－
｝

友
情
か
ら

人
間
愛
に
気
づ
く

「
が
ん
ば
っ
て
い
る
」
「
す
ご
い
な
あ
」

「
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
い
う
養
護
学
校
の

友
だ
ち
へ
の
心
が
〃
友
情
″
に
変
わ
り
、

平
等
の
人
間
観
に
到
達
す
る
に
は
、
そ

の
よ
う
な
努
力
が
い
る
こ
と
を
松
岡
中

「
そ
の
日
私
た
ち
は
、
養
護
学
校
の

み
な
さ
ん
と
話
を
し
た
り
、
遊
ん
だ

り
、
給
食
を
食
べ
た
り
し
て
、
少
し
で

も
交
流
を
深
め
よ
う
と
一
生
懸
命
で
し
ず
な
お

た
。
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
素
直

に
話
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
明
る
く

元
気
で
、
喜
び
や
楽
し
い
こ
と
を
体
全

体
で
表
現
す
る
の
で
、
私
た
ち
ま
で
透

き
通
る
よ
う
な
素
直
な
心
で
、
み
ん
な

と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
心
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
所
は
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
Ｊ
と
今
年
の
春
、

今
し
つ
こ

松
岡
中
学
校
を
卒
業
し
た
小
峰
睦
子
さ

ん
は
、
交
流
感
想
文
に
こ
う
書
い
て
い

ま
す
。

｜
養
護
学
校
の
生
活
で
は
、
同
じ
障

害
を
持
つ
仲
間
と
し
か
接
す
る
こ
と
が

か
た
よ

で
き
な
い
の
で
、
社
会
性
に
偏
り
が
で

き
や
す
く
、
健
常
者
と
の
交
流
が
ぎ
こ

ち
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
必
要

以
上
の
誤
解
を
受
け
、
つ
い
に
は
社
会

参
加
に
も
自
信
を
失
っ
た
り
し
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
交
流
学
習
に
よ
り

現
在
は
、
松
岡
中
学
校
の
み
な
さ
ん
に

お
じ
け
る
こ
と
も
な
く
自
分
の
考
え
を

将
来
の
社
会
参
加
に

大
き
く
役
立
つ

ま
し
た
ｃ
「
養
護
学
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
の

生
き
る
た
め
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
に
、
飽
く
こ
と
の
な
い
〃
生
″
へ

の
執
着
心
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。
多
感

な
感
受
性
の
強
い
こ
の
中
学
生
時
代
に
、

こ
の
よ
う
な
体
験
が
で
き
た
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
社
会
の
中
で
生
き
て
い
く
、

具
体
的
な
生
活
場
面
で
の
〃
人
間
愛
〃

に
気
づ
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
Ｊ
と
熊
坂
校
長

学
校
の
生
徒
た
ち
は
知

（
》

る
こ
と
が
で
き

松岡中学校と県立

北茨城養護学校

こ
の
交
流
学
習
の
成
果
は
お
互
い
の

生
徒
た
ち
が
、
青
年
に
な
り
一
人
の
社

会
人
と
な
っ
て
生
き
抜
い
て
い
っ
た
と

き
に
は
じ
め
て
、
そ
の
成
果
が
問
わ
れ

る
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
交

流
を
継
続
し
な
が
ら
生
徒
た
ち
か
ら
家

庭
へ
、
家
庭
か
ら
地
域
へ
と
、
そ
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
大

き
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

主
張
し
た
り
、
よ
い
点
を
見
習
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
は
将
来
、
社

会
へ
出
て
、
健
常
者
と
共
に
暮
ら
す
と

き
に
も
大
き
く
役
立
つ
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
四
と
板
越
校
長

こ
の
輪
を
家
庭
や

地
域
へ
広
げ
て▲飯ごう炊飯(平成2年7月5日） ▲北養祭で歓迎(平成元年10月29日）
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占

畠
一L

：
畠
1

用
モ
モ

:
凸
占

友
好
都
市
の
新
庄
市
か
ら

ア
ジ
サ
イ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

鴬
…

、
我
欺

霞苫

や
モ

ミ
:

鱗

；▲県立北茨城養護学校運動会
龍 （平成2年6月3日）
；
：▼地引き網(平成2年8月25日）

熱霞
瀞
震
詫

▲療育キャンプ(平成元年8月7日）

十
月
二
十
二
口
側
、
友
好
都
市
の
新

庄
市
か
ら
市
内
の
小
中
学
校
に
ア
ジ
サ

イ
の
苗
約
六
○
○
本
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
ア
ジ
サ
イ
は
、
新
庄
市
の
ア
ジ

サ
イ
を
育
て
る
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も

の
で
、
高
萩
中
学
校
（
生
徒
七
八
六
人
）

で
は
、
さ
っ
そ
く
十
月
二
十
四
日
㈱
、

建
設
中
の
武
道
館
わ
き
に
、
生
徒
た
ち

の
手
で
ア
ジ
サ
イ
庭
園
づ
く
り
を
行
い

た
く
典

ま
し
た
。
鈴
木
工
校
長
は
、
「
こ
の
苗
を

大
切
に
育
て
、
り
っ
ぱ
な
花
を
咲
か
せ

て
両
市
の
交
流
に
努
め
た
い
〕
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

門
L

:
~L

：
凸
工

吊

禺
も
凸
工

：
工

禺
工

…
Ｌ
甲
中
古
王
甲
卓
ロ
白
山
午
甲
也
占
閉
に

一
“

心身に障害のある人をどう思いますか
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占
弘
玉
号
中
古
工
甲
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ム
宅
甲
…
甲
自
占
乃
に
甲
卓
占
四
足
甲
白
占
ユ
足
早
中
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占
工
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申
由
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１
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2年7月

松
岡
中
学
校

▲
生
徒
（
平
成
一
一
年
七
月
）

心身に障害を持つ子に対してどう思いますか

■露的にZ厚溌っ鬮#ずちた慰霊潔子と
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大
き
い
い
も
が
と
れ
た
よ
Ｉ
・
」
う

れ
し
そ
う
な
歓
声
が
畑
い
つ
ぱ
い
に
飛

び
か
っ
て
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
一
日
卿
石
滝
地
区
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
三
廿
代

約
一
五
○
人
が
さ
つ
ま
い
も
掘
り
を
行

い
ま
し
た
。

約
一
地
の
畑
に
、
石
滝
老
人
ク
ラ
ブ

の
お
年
寄
り
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
さ

つ
ま
い
も
を
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
掘
り
、
収
穫
し
た
た
く
さ
ん
の

い
も
を
家
庭
へ
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

石
滝
の
三
世
代
が

●
●
い
も
掘
り

ｰ

し

鳶全 体
へ

藍 イ年父母
二

年 2年父母
六

月 3年父母
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誰
嘩
騨
群
窯
鵠
職
報
蝿
韓
轄
蕊
出
騨
騨
Ｉ
溺
漂
蝿
鰭
鶴
騨
凋
騨
罰
鞭
溌
騨
弼
識
踊
爾
報
謡
騨
騨
罰
認
群
舞
騨
躍
鶚
渉
弾

，
鋪

□ひＧ

ク
ジ
ラ
を
中
心
に
“
唖口

好
評
の
魚
釣
り
一
ひ

十
月
一
千
一
日
仰
十
王
町
の
伊
師
》ひ

団
地
で
、
帥
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
フ
ェ
皿か

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
、
約
八
万
人
の
函垂

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

県
内
十
八
市
町
村
で
組
織
し
て
い
る
疵

グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
構
圏
域
の
堀

特
産
砧
の
紹
介
や
販
売
、
ふ
る
さ
と
し
梱干

ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
》

に
、
訪
れ
た
人
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
面ひ

し
ま
し
た
。

函

と
く
に
、
臨
海
ブ
ロ
ッ
ク
（
高
萩
・
唖

北
茨
城
・
十
王
）
で
は
、
竹
細
工
で
作
祀

っ
た
七
ｍ
の
大
き
な
く
じ
ら
を
中
、
心
に
毬

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
色
濁
り
を
行
い
、
蹄

み
ご
と
釣
り
あ
げ
た
人
に
は
、
鮮
魚
を
唾》
ｓ

配
る
な
ど
好
評
で
し
た
。

い
ム
ヒ
ロ
、
ビ
、
？
Ｅ
□
自
童
号
匡
、
□
今
、
口
合
時
□
、
Ｅ
、
□
巳
台
亘
岬
口
亡
、
口
食
宣
〕
は
食
い
ロ
、
□
、
□
。
固
み
勺

：
ミ

↑
当
］
き
り
「
》
角
で
《
］
、
［
や
〔
で
、
、
［
〕
《
Ｕ
為
］
合
い
今
Ｕ
畠
Ｕ
、
［
〕
合
〕
皇

日
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